




　産婦人科は、腫瘍分野、周産期分野、生殖内分泌分野、
女性医学分野という４分野からなります。
　岩手医科大学の産婦人科学講座では、杉山主任教授
のもと、菊池教授を中心とした周産期分野、板持教授
を中心とした腫瘍分野におきましては、以前より総合周
産期センターないしは腫瘍専門修練施設として特定機
能病院の役割を担ってまいりましたが、生殖内分泌分
野におきましても、この春より秋田大学から熊谷准教授
を迎え、県の高度不妊センターとしての機能を充実させ
ることが可能となりました。
　また、女性医学分野につきましても、小山准教授を
中心とした各グループの女性医師が交代で、思春期の
患者さんにも安心して診察に来ていただけるような環境

　平成24年４月の歯学部改革にともなう講座再編によ
り、口腔保健育成学講座歯科矯正学分野となりました。
現在の医局員は、佐藤和朗教授をはじめとする教員９
名、常任研究員６名、研究員５名、大学院３名の23名です。
　診療では、永久歯の先天欠如や埋伏などの萌出異常
を伴う難治症例患者や、骨格的なアンバランスや、先
天性疾患に起因する不正咬合の治療を行うため、口腔
外科や形成外科と協力して咬合の改善に努めています。
また近年では中高年層の矯正治療を行うケースも増えて
きており、審美的なニーズだけでなく、歯周病治療や補
綴治療を含めた包括的歯科治療の一環としての矯正治
療なども行っています。また、いびき歯ぎしり外来では、
睡眠医療科と協力して、睡眠時無呼吸症候群の患者に
対する処置や、歯ぎしりのためのスプリント療法などを
行っています。
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の整備を行っており、今後も各分野、教育・診療・研
究にバランスのとれた向上を目指したいと考えています。 

（講師　千葉 淳美）

　今後も診療・研究・学生教育を向上させるため、医局
員一同精進してまいります。

（助教　水川 卓磨） 
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「創立120周年記念壁新聞」発行のお知らせ
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　日差しが心地いい季節になりましたね。冬の間になまってしまった体をちょっと動かして、
健康増進・体力増強のためにジョギングに出かけてみてはいかがでしょうか？
　今回ご紹介するのは、明治橋から盛岡赤十
字病院まで、北上川沿いの片道約 4.5 キロ、
往復約 9キロのコースです。
　この区間の北上川右岸には自転車・歩行者
専用のコースがあります。景色がよく、信号
がなく、一本道で分かりやすい、とても気持
ちよく走ることができるコースです。
　明治橋のたもと（仙北町側）からスタート
し、コースの最初には桜並木もあります。桜
が舞い散る中を走れば春の歓びを感じること
ができ、前半の区間は川沿いを走るので、川
面の風を感じることもできます。
　橋の下をくぐって南大橋を越えると、コー
スは堤防の上を走るコースになります。街並
みよりもちょっと高いコースを走るのも気持
ちよく、後半も走りやすい道がずっと続きま
す。休日にはコース脇の河川敷の少年野球や、
高齢者の方のミニゴルフを眺めながら、賑や
かな気分で走ることができます。
　盛岡赤十字病院の脇を通って都南大橋のた
もとに出れば、ここが今回の折り返し点で、
スタートからここまで約 4.5 キロ。ひとま
ずお疲れさまでした。帰りも気持ちよく帰り
ましょう。帰りも走れば往復約9キロのコー
スです。
　今回ご紹介したコースは、走りやすさとい
う点でも気持ちよさという点でも盛岡屈指の
コースだと思います。「ジョギングなんてし
たことない」という方でも、ゆっくりゆっく
り、歩くぐらいのスピードから始めても有酸
素運動の効果がありますから、挑戦してみて
はいかがでしょうか？　新しい趣味ができる
かもしれませんよ。

明治橋

南大橋

都南大橋

コースの入口
北上川をすぐ近くに感じる

コース前半

堤防の上を走る
コース後半

折り返し点

南大橋の下を通過

盛岡
赤十字病院

編集委員
コーナー No.7「もっとジョギングに行こう 北上川編」

編集委員 成田 欣弥

編集後記

　ハナミズキの花がきれいに咲き、爽やか
な風が心地よい季節になりました。ハナミ
ズキは北アメリカが原産地で、1912年桜
の木をアメリカに贈呈したお礼に日本に送
られた由来があります。空にむかって咲く
姿が凛として、個人的に好きな花で『返礼』
という花言葉があります。熊本地震にお
ける災害支援活動報告を掲載しましたが、
私達ができることは何か、考えていきたい
と思っています。

（編集委員　山尾　寿子）
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　目はカメラのような構造をしていて、フイルム
に相当するのが網膜です。網膜には光を感じる視
細胞があり、網膜の中心部（黄斑）に視細胞が密
集しています。黄斑は視力に関わる重要な場所で、
黄斑に生じる黄斑疾患は、視力低下、中心暗点（見
たいところが見えない）、変視（物が歪んで見える）
の症状を生じます。代表的な黄斑疾患は、加齢黄
斑変性、黄斑円孔、黄斑前膜です。これらは加齢
と共に増加する傾向にあります。
　網膜の下には網膜色素上皮という一層の細胞が
あり、網膜色素上皮の下に老廃物が蓄積し、黄斑
が障害される疾患が加齢黄斑変性（図1a）です。
50歳以上の方に発症し、変視、中心暗点、そして
視力低下の症状をきたします。萎縮型と滲出型の
2つの種類があり、滲出型では異常な新生血管が
網膜の下から生えてきて、出血や水漏れを起こし、
進行性に網膜を障害します。滲出型加齢黄斑変性
に対しては、新生血管を抑制する抗VEGF製剤の硝
子体注射や光線力学療法という特殊なレーザー治
療を行います。ともに外来でできる治療で、網膜

疾患外来では年間約1000件の硝子体注射を行って
おり、これは全国でも指折りの件数です。
　黄斑円孔（図1b）は、黄斑に穴が生じる疾患です。
眼内の硝子体というゼリーが中年以降に年齢的な
変化で縮む際に黄斑に牽引がかかることが原因で
す。黄斑円孔は中心暗点、視力低下をきたします。
黄斑前膜（図1c）は黄斑の前に線維状の膜が張る
疾患です。その膜によって黄斑が変形すると、変
視、視力低下をきたします。これらの疾患は硝子
体手術で治療します。局所麻酔で約1時間の手術で
す。黄斑円孔はなるべく早期の、黄斑前膜は症状
が進行する前の手術が望ましいとされています。
当科では年間約200件の黄斑疾患に対する硝子体
手術を行っております。
　図2は中心暗点や歪み症状をチェックするチャー
トです。片目ずつ中心の黒点を御覧いただき、線が
曲がって見える、あるいは見えない部分がある場合
は、上記の黄斑疾患の存在が疑われます。是非一
度試していただいて、もし該当する症状がある方は、
眼科網膜疾患外来に御相談いただければと思います。

黄斑疾患とその治療
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スポット医学講座
眼科学講座　助教　橋爪　公平
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